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定期報告 

2011 年 5 月 15 日 

天候：晴れ 温度：22℃ 湿度：48％ 風：弱い 

放射線量：0.10μSv/h：持参線量計 palmRAD Dosimeter Model 1621M (BNC） 

食事 朝：カレーライスもしくはカレーパン、スープ 

    昼：焼きそば、梅おにぎり、漬物 

    夜：カレー鍋、手羽先の塩焼き、うどん、ポテトサラダ 

 

氏名：坂本賢（薬剤師） 

体調：良好 

・スタッフの入浴場所について確認（藤川医師よりリクエスト） 

→学校警備職員へ確認したところ、ボランティアスタッフも入浴は可能ではないかとの事

だったが、釜石でのカンファレンス終了後にシーガイアマリンで入浴する事に決定。 

・医療機関リストの加工、掲示 

→５月６日付けのものと変更点はなかった。 

・不在時間帯について管理者へ伝えた件 

→診療所前の掲示内容を見直し、診察時間、カンファレンス出席による不在時間、緊急時

の対応について記述し新しいものに変更 

・待合室のイス 

→待合室のイスが壁にそって並べられており、イスに人が座る事で通行の妨げとなってい

た。受診される人の数は少ないため、片側一列にイスを減らした。必要がある場合には、

診察室内のイスを活用することを伝えた。 

 

行動記録 

８：４５  診療所にてカンファレンス。 

第１３次（５月１４日〜２０日）愛知県保健師チーム（馬場智子保健師、相馬悦代保

健師）が本日より参加。 

９：００  診察開始 

１０：００ スギ薬局 金山幸代薬剤師（大阪府薬剤師会所属）が前日発注分の 

モーラステープ２０mg を釜石市から納品配達。被災者用として OTC（一般用医薬

品）の必要性があれば提供できるとのことだった。避難所責任者佐々木さんが本日

不在のため、翌日に相談し連絡することにした。 

１１：３０ 昼食 

１３：００ 診察開始。不足の医薬品をつくし薬局まで取りに行く。 

コフノール錠１５mg、コルドリン錠をそれぞれ２００錠借りた。 

１６：００ 診察終了 

１７：００ 釜石にてカンファレンス。昨日より医師が１名体制となったため、リーダーの代理を 

出席させることとした（佐藤さん、柏崎さん、見年代さん、坂本で出席） 
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１７：３０ カンファレンス終了後、藤川医師了承のもと、釜石シーガイアマリンにて入浴。 

１８：３０ 大槌高校着 

 

１６日薬局ミーティングでの伝達事項 

・つくし薬局からお借りした薬品の返却 

・避難所責任者、佐々木さんへ被災者用 OTC の確認。高見薬剤師（大阪府薬剤師）へ連

絡を入れる。 

 

診療前カンファレンスにて確認事項 

・○○○○さん。「こころのケア」に受診予定はあるのか？ 

・作業療法士のスケジュール１７日、１９日に大槌高校へ入るのか？ 

 

カンファレンス伝達事項より 

・１６日より県立大槌病院仮設診療所（小槌神社）までの巡回バスが運行開始 
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氏名：長尾 勇志（薬剤師） 

体調：良好 

行動日誌 

6 時 00 分 起床 

6 時 20 分 洗顔、朝食準備開始 

7 時 00 分 藤川医師チームと朝食。昨日に多く炊いたご飯や賞味期限が近い食パンが 

あるためなるべく残らないように消費していきたい。 

朝食終了後、藤川医師チームは散策へ 

8 時 00 分 朝の散歩ミーティング開始。必要事項、診療前ミーティングのための打ち合わせ 

8 時 45 分 午前の診療開始。 

        本日、午後、小鎚神社での診療は青森県医師が担当になっていたが、 

        大槌高校の医師数が藤川医師 1 名のため、小鎚神社へ診療に伺うことは 

        中止へ。 

10 時 30 分 本日は風邪、鼻水、咳を訴える患者が主だった。前日の当直中にも咳止め薬が 

        処方になっていて、せき止め薬が少なくなっていた。 

        前チームの際も咳止めの在庫がかなり少なくなっていたことがあった模様。 

        1 度に何名も受診されることを想定した在庫管理が重要と感じた。 

        普段の業務ではパソコンにて管理しているが、当日の処方量や目視による 

在庫管理の難しさを実感した。 

11 時 30 分 午前の診察終了。 

12 時 00 分 昼食開始。 

        昼食終了後、休憩中に昨日の小学生が再度部屋に遊びに来た。 

        日曜日のため学校が休みだと退屈な様子。留守の間は入らないように 

        しっかり約束した。（施錠しているため、入室できないよう処置済み） 

13 時 00 分 午後の診療開始。 

        咳止め、去痰薬の在庫が少ないため、藤川医師の了解を得たのち、 

坂本賢薬剤師、佐藤総務 2 名にてつくし薬局に相談へ向かった。 

14 時 00 分 坂本賢薬剤師帰着。コルドリン錠 200 錠、コフノール錠 15mg 200 錠 

借りてきた。 

    16 時 00 分 無事に診療終了。 

            災害対策会議に、坂本薬剤師、佐藤総務、見年代看護師、柏崎看護師が参加。 

            終了後、シーガイアマリンにて入浴し帰ってきた。 

            今日以降、1 日おきの入浴へ。藤川医師了解済み。 

            明日は、藤川医師、曽我看護師、長尾にて会議出席後、入浴予定。 

    18 時 00 分 曽我看護師と長尾にて夕食の準備。藤川医師は散策へ外出。 

            食料をなるべく買い足さないようにし、現在庫を減らす方向にてメニューを考案。 

    19 時 30 分 会議参加チーム帰着。豚肉、鶏肉などを買ってきていただいた。 

            食材をカレー鍋に追加し、煮込んだところで夕食開始。 
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保健師から、作業療法士が明日（16 日）大槌高校へ来るとの情報があった。 

22 時 00 分 就寝 

        就寝後、午前 4 時前後に腹痛、食欲不振を訴える急患が来た。 

鉄剤とバイアスピリンによる便の赤色化の疑いあり。 

バイアスピリン一時休薬、ナウゼリン、ブスコパンが処方された。 

 

夜、21 歳の母親から相談があった。 

坂本薬剤師、曽我看護師、佐藤総務で対応。 

避難所体育館では、1 歳の子供の泣き声がうるさいとクレームが出ている。 

5 歳未満の子供は現在 3 名。医療チームも少なくなってきているため、部屋も 

空いてきているようだ。坂本賢薬剤師が藤川医師了承のもと 

避難所責任者佐々木亮さんへ相談する予定。 

少しでも子供、母親共に落ち着く環境が整えばと思う。自分より若くして 

親になっているのだから、なおさら頑張ってほしい気持ちでいっぱいだ。 
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氏名：佐藤 栄（総務） 

体調：良好 

 

行動日誌 

６：００ 起床 

７：００ 朝食 

８：４５ ミーティング 

９：００ 診察開始 

１１：３０ 昼食準備 

１２：００ 昼食 

１３：００ 午後の診察開始 

１４：２０ 買い出し 

１５：２０ 夕食準備 

１６：３０ 釜石シープラザ 災害対策会議参加 

１８：００ ホテルシーガイアマリンにて入浴 

１９：３０ 大槌高校到着。夕食開始 

２２：００ 就寝 


